書評
数理物理学は，２０世紀において，現代数学の展開と相携える形で飛躍的な展開をみせ，今やたいへんな高みに達している．現代数理物理学は，その数学的側面に関して言えば，ほとんど現代数学そのものである．だが，数理物理学は，単に数学的内容の研究だけでなく，数理的構造が物理現象の構造をどのように規定あるいは統制するか，その詳細を厳密かつ全体的・包括的につまびらかにする任務も担う．２０世紀を通じて，数理物理学の諸分野において，重要な結果や洞察が得られ，種々の新しい理論が生み出されてきた．この２１世紀に入ってからの進歩にも著しいものがある．このような状況において，現代数理物理学の諸分野の内容を高い水準と質で一望できる百科事典“Encyclopedia of Mathematical Physics”の出版は，まことに時宜にかなったものと言える．本百科事典は，全５巻（総ページ数は約３３００）からなり，数理物理学の主要な主題と項目のほとんどを網羅している．だが，内容の豊富さだけでなく，編集にも工夫がこらされている．まず，第１巻の始めにおいて，大学院生向けに，入門的な記事が８つ置かれている（古典力学，微分幾何学，電磁気学，平衡統計力学，関数解析学，ミンコフスキー時空と特殊相対性理論，量子力学，トポロジー）．編者の言によれば，数学に関する論説は物理学の卒業生向けであり，物理学に関する論説は数学の卒業生向けとのことである．だが，これらの入門的な記事は，学生だけでなく，数学・物理学の愛好家，教育者，研究者にとっても有用であろう．入門的な記事に続く本体は，通常の事典と同様，アルファベット順に並べられた項目の解説からなる．だが，本百科事典の特徴のひとつは，各巻の始めに，主題別の内容リストが，主題の載っている巻とページとともに，２つの部分―物理学の主題と数学的主題―に分離されて，提示されていることである．これは，読者が，自分の興味のある主題へと素早く向かうことを可能にする点でたいへん便利である．さらに，各項目の終わりに，参考文献とは別に，本事典内での相互参照項目が詳しく記されているのも特徴的である．これによって読者は，自らの知見を，本事典を通して，深めたり，広めたりすることができるはずである．もちろん索引も充実している．これらの機能を縦横に使うことにより，非常に高い水準において，数理物理学の世界を堪能することができるであろう．この数理物理学百科事典の刊行が数理物理学の諸分野相互間の発展的研究を促すだけでなく，数理物理学の本来の使命である数学と物理学のより高次の次元での統合を促進する契機となることを期待する．
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